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はじめに

MDCTの機器および再構成の進歩により,冠動脈

の主幹部の描出が可能とか),狭窄やプラークの性

状評価が試みられている. MDCTの横断像をさらに

注意深く観察してみると,冠動脈の主幹部だけでな

く,冠動脈の分枝に関しても非常に良好に描出され

ていることがわかる.臨床的に冠動脈疾患を対象と

した場合,最も問題となるのは,近動脈の主幹部の

狭窄の有轍であり,冠動脈の分枝に関してCTで狭窄

の有無を判定する必要はない.しかし,冠動脈造影

やIl'US (intraヽ ascular ultrasound)においては冠

動脈の分枝はメルクマールとして非常に重要であり,

AHA (American Heart Association)分類を使用し

て冠動腺のCTにつき検討する時には,放射線科医も

冠動脈の分枝を含めた名称について理解しておく必

要がある.今回の連載では,この分枝を含めて冠動

脈の解剖をAHA分類と比較しつつ.解説する.

冠動脈につき解説するときに,最大の障害となる

1 ,右冠動脈の正常解剖

冠動脈の解剖を説明するためにはいくつかの心表

面の名称の理解が必要不可欠である(図1).左房室

間溝とは左房と左室との間,右房室間溝は右房と石

室との間に存在する心表面の溝である.室間溝は右

重と左室の間を走行するが,心尖部を境界として前

室間溝と後室間溝に分かれ,後室聞落と左房室間溝,

右房萎間溝が交わる部分を心十字と表現する.右室

@
のはその名称の定義が多様であることである1 ,冠崇

脈は実に多彩な形態を里し,放射線学的,解剖字才.

に様々なアプローチで分類が試みられている.二一

結果,教科書ごとに異なった名称が定義されている

ことが少なくなく,分枝の名称を決定することT.;重

雄な場合も頻繁に存在する.また,いずれの穀拝葦

でもそれぞれ一長一短が存在し,一つの教科書.二を

ることは難しい.今回はあくまでも臨床に役にTl_つ

という観点から,冠動脈遺影の評価で最も頻用さ{_

ているAHA分類を準用して名称を定義した-'. }=

ど, AHA分禁則ま本質的には冠動脈の主幹部に関して

評価するための分類であり,冠動脈の分枝に関して

は十分とはいえないので,最低限必要と考えらil_ち

分枝に関しては追加して記載をしている3).

以上のような問題点があるので,施設によって.=

以下に述べる名称とは異なる名称を使用しているEI

能性もあり,その点をあらかじめお断りしてお∴

第1回の今回=ま右冠動脈について説明する.

の自由壁は前面から横隔膜面に移行する部位で乾季

に同曲し,同部を鋭緑部と呼ぶ.

右冠動脈は右冠尖より起始し,肺動脈円錐許と萱

房の間から右房室間溝を下行し,鋭縁部を越え.七･

十字へと至る.右冠動脈はその後,心十字よ;).し/i:

部へと後室間溝を走行する後下行枝を大部分の幸男

で分岐する.後下行枝を右冠動脈が分岐する埠き.



A　心前面より観察したVR

B　心下面より観察したVR像

posterolat◎ral branch

図1心表面の解剖

｣≠

右優位の適動脈と表現することもある.

AHA分類では右冠動脈はsegment 1-4が相当す

る(図2). segment 1-2は右冠動脈の起姶部より心

臓の鋭縁部までに相当し,これを2等分してそれぞ

れ, segment 1, 2と定義される. segmellt 3とは鋭

縁部から右房室間溝を走行し,後下行枝が分岐する

までを, segment 4は後下行枝と定義される.

右冠動脈#4PD(posterIOr

deSCendlng branch)

segment lの分枝としてはconus branchおよび,

sinus node branchが存在する.右壷から肺動脈に連

なる部は漏斗状を呈し,動脈円錐と呼ばれる.この

動脈円錐を栄養する右冠動脈より前方に分岐する分

枝をconus branchと呼ぶ. conus branchは約半数

の症例で上行大動脈より単独分岐し,第3の冠動脈

と呼ばれることもある(図3).
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剖打~~~~
右冠動脈の起姶部を拡大したVR像
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図2　AHAの冠動脈分類(右冠動脈)

CB conus branch, SN slnUS node branch, RV rlght

ventrlCUlar branch, AM acute marglnal branch, AV A-V

node branch (AmerlCan Heart Assoclat10∩, 1975より引

用)

心臓を頭側より観察したVR像

conus branch sEnuS node branch

左冠動脈回旋校

図4　slnuS nOdebranch

図3　conus branch

上行大動脈よりconus branchが単独で分岐している.

sinus node branchは,右冠動脈よりconus

branchと反対側,背側に分岐し,右房と上行大動脈

の間を走行して,上大静脈起始部に至る細い分枝と

して認められる(図4).左冠動脈回旋枝よりsinus

modeを栄養する分枝が分岐するので,右冠動脈から

分岐した場合を, right sinus node brancll,左冠動

脈回旋枝より分岐した場合をleft sinus node branch

またはposterior sinus node branchとさらに分類す

る教科書もある.

segment lと2の境界部では,石室を栄貴する

right ventriCular branch, segment 2と3の境界静

では鋭緑部を栄養するacute marginal branchがし

上行大動脈より分岐した右冠動脈より前方にconusb,anch　ばしぼ分岐する(図5)･

が,背側に上行大動脈と右肩の間を走行するS■nus node　　右冠動脈より分岐するposterior descending

branchが分岐している･　　　　　　　　　　　　　　branchは慣用的に4PDと表現され, 4PDを分岐した



右側面より右冠動脈を正面視したVR像　　　　　　　　　　左童短軸像

図5　nght ventrlCular branch. acute marglnal branch

右冠動脈より分岐し,腹側に走行するrlght venMcular

branchおよびacute marglnal branchが描出されている･

後の, A-V node branchや左室後壁を栄養する右冠

動脈の終末枝を4AVと稔称する. posterior descemd･

ing branchは心室中陶にposterior septal branchを

分岐し,左冠動脈の前下行枝の分枝であるseptal

branchとともに,心室中隔を栄養する(図6).心十

字近傍では4AVよりA-V node branchが分岐し,二

心房二心室の中央部分を垂直に上行する.分岐する

部位およびその走行が特徴的であるために,非常に

潤いながらCTの横断像で比牧的容易に同定可能で

ある(図7).また, 4AVより分岐する右冠動脈の終

末枝は,左茎後壁を栄養する(図1-B参照).この右

冠動脈の終末枝と左冠動脈の回旋枝の分枝である

図6　posterl0r SePtal branch

左冠動脈前下行積より分岐するseptal branchと右冠動脈後

下行積より分岐するposter10r SePtal branchとによって中

隔が栄養されている

右冠動脈のsegment1 -3までを掃出したMPR (mul-

tlPlaner reformat10n)像

posterolateralbranchとは左宣下壁における,右冠　図7 A-Vnode b,anch

動脈と左冠動脈の栄養部位の境界に相当し,一方が　心十字で右冠動脈より分岐し.ほぼ垂直に上行するAIV

発達している場合にはもう一方が低形成となる.　　　node branchが描出されている
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